
The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

書評 ： 『ロ シ ア 極東ハ ン ドブ ッ ク」103

　　　　　　 書評 ： 『ロ シア極東ハ ン ドブッ ク』

堀内賢志 ・ 齋藤大輔 ・ 潰野剛編著 （東洋書店 、 2012年）

菅 沼 桂 子 （日本大学）

1．概要 と構成

　 本書 の 「は じめに」に言及 されて い るように、「ロ

シ ア極東地域 は 日本人 に と っ て 「もっ と も近 い

ヨ
ーロ ッ パ 」」（p ．iiDであ る はず な の に、そ の

多 くの 人 にと っ て 、実際 の と こ ろは、「地理 的に

は近 い けれ ど、心情 的 には何故 か遠 い 国」 とい え

る の ではな い だろ うか 。 本書は、そ の ような ロ シ

ア極東地域 の 事情だけ で な く、ロ シ ア の 全般的な

制度や社会 ・
経 済状況 をも網羅 して い る 。 また本

書は、ロ シア極東 地域 に関心 の ある研究者 の みな

らず 、ロ シ ア との ビ ジネ ス や国際交流 に 関わ っ て

い る企業人及び行政 に 携 わる人、そ して ロ シ ア に

関心 の あ る学生や観光者 な どの 広範 な人 々 を読者

と して 想定 し、それ ら幅広い 読者た ちの 読者 目線

に立 っ た 、 学際 ・実用 ともに有益な内容になっ て

い る著作 とい える 。 即 ち、扱 っ て い る トピ ッ クが

多岐にわた っ て い るに もかかわ らず、そ の 中 の 各

トピ ッ ク は、紙幅の 制限があ りなが らも中身の 濃

い 内容にな っ て い る 。 それ に加え、最後に付 され

た資料編 も大変充実 して お り、
ロ シ ア と同国の 極

東地域 に 関して 学際的に 参考に なる便覧に な っ て

い るだけで はなく、 以下に紹介する 目次に も
一

目

瞭然なよ うに 、 ふ ん だ ん に盛 り込 まれた コ ラ ム や

写真なども、 研究の対象 として 当該地域に関心を

持 っ て い る評者に とっ て もそうで あ っ た よ うに 、

多 くの 読者に と っ て も興味深い 読み物に な る こ と

で あ ろう。

　本書 の 構成は、以下の 通 りで ある 。

は じめ に

第 1章 「ロ シ ア極東の 政治 t
国際関係 ・

軍事」

　 ロ シ ア の ア ジ ア太平洋戦略

　地域 開発

　　 コ ラム　極東発展省

　　 コ ラ ム　 ヴ ォ ス ト
ー

チ ヌ イ宇宙基地

　中央 ・
地方関係 と地方政治

　隣国 と の 関係一
中国

　　 コ ラ ム　 ロ 中国境 ツ ア
ー

　隣 国 との 関係
一

韓 国 と北朝鮮

　極東地域 の ロ シ ア 軍

　　 コ ラ ム 　極東の 旧 「秘密都市」

第 2章 「ロ シ ア 極東 の 経済」

　地域経済概観

　　コ ラ ム　軍民転換

　資源開発

　 コ ラム

　 コ ラム

製造 業

　 コ ラ ム

物流

農業

ウラジオス トク
・カ ジ ノ 特 区

ウラジオス トク
・
サ
ー

キ ッ ト場計画

サ ービ ス 産業

第3章 「ロ シ ア極東の 貿易」

　貿易概観

　　 コ ラ ム　「担 ぎ屋」貿易

　　コ ラ ム 　 ウ ラ ジ オ ス トク の 中国製品市場

　中古車 ビ ジネス

　　コ ラ ム 　右ハ ン ドル車
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　水産業

　木材産業

第4 章 「ロ シ ア極東の社会」

　減少する 人口

　社会保障制度

　住宅事情

　　 コ ラ ム　 ロ シ ア 人の 海外旅行

　教育事情

　　 コ ラ ム　 日本語教育事情

　メ デ ィ ア 事情

　　 コ ラ ム 　 ウ ラ ジ オ ス トク ・サ ッ カ ー事情

　　 コ ラ ム 　 ウ ラ ジ オ ス トク ・
フ ァ ッ シ ョ ン 事情

　宗教状況

　　 コ ラ ム 　 シ ベ リア
・極東 の 少数民族

　自然環境 と開発

第 5章 「ロ シ ア 極東 と日本 の 関係」

　ウ ラ ジオ ス トク　 日 ロ 交流 史 の 舞台

　　 コ ラ ム 　 ウ ラ ジオ ス トク
・ビ エ ン ナ

ー
レ

　自治体交流

　北方領土問題

　　 コ ラ ム　退役原潜と 日本の 解体支援

　北方領土開発

　対日観

　　 コ ラ ム 　 シ ベ リア 抑留問題

　 ロ シ ア 極東観光案内

　お わ りに

資料編

2 ．各章の 内容

　各章に 含 まれ る 内容が 多岐 に わた っ て い る た

め 、内容 を簡潔に紹介する の は難 しい が、まず、

「は じめ に 」で は、導入部分 と して 日本 と ロ シ ア

極東地域 との 間の 昨今の 状 況が述 べ られて い る 。

その ため、そこ か ら、先に も言及 した ように、本

来 ロ シ ア は 、地理的に も歴史的に も近 い 国で あ る

にもかかわ らず、実際に は、日本人
一

般に と っ て

「地理 的に は 近い けれ ど、心 情的 に は何故 か遠 い

国」 と感 じ て し ま い そ うに なるそ の 背景 を推量 し

得る。

　第 1 章は、政 治、国際 関係 及 び軍 事を テ
ー

マ

として い る 。 本章 か らは、ロ シ ア 極東地域が、天

然資源の 賦存性や軍事拠点 の 存在 とい っ たそ の 地

勢学的な状況に よ っ て 、ソ連 時代か ら現在 に至 る

まで如何に 政治的判断に 大 きく影響 され て きたか

が わか る 。そ して ロ シ ア極東地域 は、そ の 時 々 の

為政者たちか ら常に
一

定程度 の 注意 は払 われて い

る もの の 、そ の時 々 の 政治情 勢に よ り、軍事に関

して も開発 に 関 して も、熱意 を持 っ て 扱 われた り

放 っ て おかれた りと、政治に 翻弄 され て きた とい

え る 。 また、プーチ ン が大統領 に な っ て 中央集権

化され る 以前の 1990 年代に は特 に、地方政府 に

よる 恣意的な行政判断や 制度運用な ど に よっ て 混

乱が もた らされた 。 他方で 、ロ シ ア 極東地域 は、

特に 中国 と長距離 に わた っ て 国境 を接 して い る こ

とか ら、両国間 に は密接な経済的つ なが りがある

に も関 わ らず、ロ シ ア 国民に とっ て は、根強い 中

国へ の 不信感が あ る こ とが指摘 され て い る 。

　第 2 章で は、ロ シ ア 極 東地域 の 経 済面に焦点

が当 て られ て い る 。 ロ シ ア 政府 の 政策的主軸は 、

こ れ ま で ヨ ーロ ッ パ （つ ま り、「西」）で あ っ た

が、ア ジ ア 太平洋地域諸国が経済発展 して い る の

に対 し て、ヨ
ーロ ッ パ 地域諸国の 経済状 況が芳 し

くな い こ とか ら、ロ シ ア 政府 は、「東 」 に戦略 の

転換 を図 っ て い る 。 そ の 「東」へ の 玄関 で もある

ロ シ ア 極東地域 は 、中央政府の 梃入れ に よ っ て 、

APEC 開催 地 で あ る ウ ラ ジ オ ス トク とそ の 沖合

に あ る ル
ー

ス キ
ー島の 開発工 事などを中心に、こ

こ 数年高成長 を続 け て い る 。 そ の 前は 、サ ハ リ ン

大陸棚 の 石油
・ガ ス 開発関連の 影響か ら、サ ハ リ

ン 州が 目覚 まし く発展 し て きた 。 しか し、上記

の APEC 関連の 開発に お い て は、好景気の 状 況

を活用 して外国資本を呼び込む に は好都合で ある

に もかかわ らず、中央政府か ら の大量の 資金援助

があ っ たた め 、こ の 機を利用し て外国投資を呼 び

込 もうと す る ど こ ろ か 、 逆に敬遠 す る状 況が生 じ

た こ とが 指摘 され て い る 。とは い え、やは り、ロ
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シア極東地域の 主力産業は資源開発分野で あるた

め、そ の 点で は、上述の よ うに石油 ・ガ ス 開発が

進展す るサ ハ リ ン 州の存在が 大 きい が、同州以外

の 州 に も、サ バ 共和国や マ ガダ ン州 とい っ た石 炭、

ダイヤ モ ン ド及 び 金などの 有名な採掘地域 もあ

る 。 ロ シ ア極東地域 は、そ の よ うな資源開発に特

化 した地域 で ある とい えるが 、近年 、
ロ シ ア 政府

が経済成長戦略 の 1 つ に据えて い る製造業の 発

展が 、元 々 造船所や航空機製造工 場が あっ た極東

地域 に お い て も目指されて い る 。 そ して 近年、製

造業、運輸及び農業 とい っ た資源開発分野以外の

産業に お い て も、少 しずつ 進展 の 兆 しが見えて き

て い る こ とが言及され て い る 。

　続 く第 3 章は、経済面 に も包含 し得 る貿易分

野を取 り上 げ て い る 。 ロ シア 極 東地域の 貿易相手

上 位 3 力 国は、中 国、日本 及 び韓 国 で ある 。 そ

の 中で も、ロ シ ア 極東地域 と日本 との 貿易 とい え

ば、や は り中古車で ある。ロ シ ア極東地域 の 日本

か ら の 中古車輸入 は、 ロ シ ア に よる輸 入関税引

き上 げの 影響で 2009 年以 降は減少 したが、そ の

前年の 2008 年に は 50 万台以上 に も上 り、同年、

ロ シ ア 極東地域 の 日本か らの 中古車輸入額は、輸

入額全体の 半分 を占め るほど大規模な水準で あっ

た こ とが指摘 されて い る 。 そ の
一方で 、日本の ロ

シ ア極東地域か らの 輸入 に関 して は 、サ ハ リ ン大

陸棚 で の 石油
・ガ ス 開発か らの 燃料輸入の 割合が

大 きい 。 他方で 、
ロ シ ア極東地域 の最大の 貿易相

手国であ る中 国 との 間で は 、 同地域 か ら中国へ は

石油や木材な どが輸出され る
一

方で 、 中国か ら同

地域 へ は衣料品や 日用品が輸出され て い る。こ の

よ うな中国か らの 旺盛な消費財の輸出 に は、国境

を接する 利 点を活か した 「担 ぎ屋」 ビ ジ ネス も、

未だ大 きな影響を与えて い るの で ある 。 更 に、燃

料以外の 水産 資源や森林 資源 な どの 天然資源 も豊

富なロ シ ア極東地域 で あ るが 、それ らの 国内で の

加工 度は低 く、 原材料の 供給地 的な役割に留まっ

て い る状況で ある こ とが言及され て い る 。

　第 4 章で は、社会状況 に 関連す る様 々 な トピ ッ
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クが紹介 され て い る 。
ロ シ ア極東地域 は、先述の

通 り、政 治情勢に大 きな影響 を受け、国境警備や

資源 開発な どとい っ た当該地域 に独特 の 事情 か

ら、国家に よ る職場の 割 り当て など に よ る他地域

や他 の 共和国か ら の 人為的ともい え る人 口 流入 に

よっ て 、ソ 連時代か ら恣意的な開発が行われ て き

た地域 で ある 。 しか も、イン フ ラ整備の 状況が悪

い とい う不利点に も直面 して きた 。 その ため 、ソ

連が崩壊 して 以降は 、逆に、大規模な人 口 流 出を

招 い て い る 。 そ の よ うな人口が減少 し続ける ロ シ

ア極東地域 には、大量の 人口 を抱える 隣の 中国や 、

国家間契約を締結 して い る北朝鮮か ら 、 移民労働

者が多数流入 して い る 。 そ の よ うな事情 もあ り、

社会保障、住宅及び教育にお ける環境 も、富め る

者に は選択肢が広が っ た
一方で、そ うで な い 者に

と っ て は、ソ 連解体以降 の 苦 しい 状況が依然続 い

て い る とい える 。 他方で 、メ デ ィ アや宗教の活動

は 、 ソ 連解体以降活発化 して きた こ とが紹介され

て い る 。

　第 5 章は、特に 日本 との 関係 に着 目 した内容

に なっ て い る。そ の 導入部 として、日本とロ シ ア

極東地域 との 間の 国際 関係 の 歴史が 詳 しく紹介さ

れ、そ の 歴 史が 16 世 紀末 の 日本の 戦国時代の 頃

か ら始ま り、更 に ソ 連時代 には、閉鎖都市で あっ

た ウ ラ ジオ ス トクが 、如何 に 日本人に馴 染み の 深

い 都市 で あ っ たか を知る こ とが で きる 。 また 、 日

本 と ロ シ ア と の 間 で 43 の姉妹都市関係が結ばれ

て い るが、そ の 内の 7 割以上 を占め る 33 の 協定

が 、ロ シ ア の 中で も特に ロ シ ア極東地域 にある各

都市 との 間 の もの で ある とい うこ とか らも、
ロ シ

ア の 中で も極東地域 との 関係の深 さを窺い 知る こ

とが で きる 。 更 に、北海道や 日本海側の 県を中心

に 、ロ シ ア極東地域 で の 日本食材 の 販売会 な ど を

含む様 々 な取 り組み が行われ て い る 。 そ の よ うな

活発な取 り組み が 地方自治体 レ ベ ル で 粛 々 と行 わ

れて い る
一方で 、 日 ロ 両国の 間に は北方領土問題

が現前 と横た わ っ て い る 。 そ の 北方領土 で は、イ

ン フ ラ整備や外資に よ る 産業発展 も目指され て い
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る が、日ロ 両国の 間に は 上述の領土問題の 存在の

ため 、 北方領土 へ の 外資参入にお い て 「脱日本化」

が進ん で い る こ とが指摘され てい る 。 しか しなが

ら、ロ シ ア極東地域 の 多くの 人 々 に と っ て 、領土

問題 の 存在が反 日感情 につ なが っ て い な い ばか り

か、日本製品 の 品質 にイ メ
ー

ジされる良好 な対 日

観が醸成されて い る の で ある 。

　それ ら本文に加え て 、上述 の ウ ラ ジオ ス トク を

始め 日本人が関心 を抱 きそ うな ロ シ ア極東地域 の

主要 な観 光地 に関す る観光 案内が付 され て い る 。

そ して 、最後の 「おわ りに」で は、本書成立 の経

緯 が記 され て い る。こ こ で ようや く、評者 に とっ

て 当初 よ り不思議 で あ っ た本書の執筆者た ちの 充

実 ぶ りの 理 由の
一
端が垣 間見えた の で あっ た 。

　資料編は 、
ロ シ ア極東地域 に おける 地理 及び首

長の 歴史などの概略や詳細な経済 ・社会情勢に 関

す る統計デ ータ、そ し て 歴 史と い っ た 多岐に わ

た っ て い る。

3 ，感想

　で は最後に 、本書 に 関す る感想を述 べ る 。本書

は、ロ シ ア極東地域 の 特殊性 と して 、同地域 が、

ロ シ ア の 他 地域 の 中 で も特 に、資源 の 賦存性 に 立

脚 した 資源依存経 済で ある こ と と、ロ シ ア の 中心

地で ある ロ シ ア ヨ
ーロ ッ パ 部 か ら遠 く離 れて い る

一方で、ア ジ ア 地域 へ の 窓 口 的な位 置関係 にある

が 故に、有利
・
不利 な条件 を併せ持 つ とい う地政

学 的な特殊性 に よ り、ソ 連時代 か ら政治的 要因に

左右 され続 け て きた こ と を、本書全体 を通 じて 浮

き彫 りに し て くれ て い る 。 しか し 、 そ うで ある が

故に 、本書で も指摘 され て い る ように 、 中国に よ

る林業や農業分野へ の参入は さて お き、
ロ シ ア の

中央及び地方政府が特に外国企業に期待する よ う

な製造業な ど の 産業分野 の 近代化に向けて 外資を

誘致す る とい う点で は 、 こ れ まで 上手 く行か な

か っ たよ うに 思われ る 。 けれ ども、本書の 随所で

触れ られ て い る ロ シ ア極東地域の 人 々 の 日本観の

良 さに 、 日 ロ 関係における希望の 光を見出し得る 。

評者は 、そ の こ とを特に、日本の 生鮮食料品 の 輸

入販売 ビ ジネス に奮闘 して い る ロ シ ア 人女性経営

者が 、ロ シ ア 側 による過去 に 起 こ っ た日本企業の

信頼 を裏切 る ような出来事を知 りなが らも、「そ

うした負の 遺産 を乗 り越 えるため に も、私たち ロ

シ ア 人が誠意 を示 し、互 い に信用 し合 え る関係を

築か なければ い けない 」（p262 ） と語 っ た とい う

そ の 言葉 に 感 じた の で ある。

　他 方で 、章構成 と各章 に 包 含 され る トピ ッ ク

の 重 複に 関 して 多少気に な っ た点が ある 。 例 え

ば、第 3 章で は貿易分野が取 り上 げられ て い る

が、こ れ は、前章の 「ロ シ ア極東の経済」に も関

係 し、同章の 中に包含 され 得る テ ーマ で もある と

い える 。 また 、 同様に 、 第 1 章の 国際関係 の 内

容の 一部を構成して い る 中国 との 関係 など、第 3

章の トピ ッ ク と重複 して い る な どの 、論点の 重複

が散見され る の で ある 。 と は い え 、
ロ シ ア極東地

域 の 状況だけで な く、同地域 と 日本との 関係 に も

重 きを置い て い る と思われ る本書の構成は、そ こ

に 盛 り込 まれ る トピ ッ ク が盛 り沢山なだけ に、重

点箇所に 関す る 内容の ボ リ ュ
ーム を考慮する と、

それ らを明瞭 に区分す る こ との難 しさや 、章 を分

割 して 取 り上 げる必要性 も同時 に 推 量 し得る 。 そ

れで も、章内容 の 構 成上 、「ロ シ ア 極東観光案内」

は、資料編 の 中に組 み込 んだ方が 良か っ た ように

も評者 には思 われる 。

　 しか しなが ら、各章を構成 して い る各 トピ ッ ク

は、エ ッ セ ン ス が凝縮 され て い るに もかかわ らず

詳細 な情報 も盛 り込 まれ て お り、本書は 、ハ ン ド

ブ ッ ク とい うに は惜 しい ほ ど濃 い 内容 とな っ て い

る 。 評者自身も、ハ ン ドブ ッ ク の 役割を想定 して

い る 本書に お い て 、 更に追加を要する テ ーマ 及び

トピ ッ ク の有無につ い て思料 して み たが 、主要な

もの に 関 して は 既 に網羅 され て お り、 特段思 い 当

た る こ とは ない よ うに思わ れ る 。 し か し、強 い て

挙げる な らば、ロ シ ア極東地域 に 包含 される各地

域 の 財政動向や中央政府か らの 財政移転状 況 と、

それ に 関連 して ロ シ ア の 財政制度 の 概略 の トピ ッ
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ク及び統計資料 も参照 したか っ た 。

　 なお 、
ロ シ ア 及びその 極東地域 に 関す る情報

集に は、それぞれ 、ユ ーラ シ ア研究所編 （1998）

と ロ シ ア 科学 ア カ デ ミー極東支部 経済研 究 所編

（1994） とい っ た先行す る超大 な文献が ある 。

　とは い え、上記の文献 はどち らも 1990 年代に

刊行 され て お り、特に 、極東地 域 に 関す る後者

の 文献は 、 1994 年に刊行され て い る こ ともあ り、

主 に ソ 連時代及びその 末期の 情報 を扱 っ て お り、

最新の デ ータ で も1991 〜 1992 年に 留ま っ て い

る 。

　 しか しなが ら、 本書 は 、 WTO 加盟後の 影響

を念頭 に置 い た上 で 、 変化する ロ シ ア に 関 して 、

21 世紀に入 っ てか ら近年まで の 現 在の ロ シ ア極

東情勢を良 く捕捉 して い る 。 また 、編者が 「は じ

め に」の 最後で 、「ロ シ ア極東地域に焦点を絞 り、

こ の よ うに幅広 い 分野か ら扱 っ た」 （p．v ）と述

べ て い る通 り、政治や経済な どの 学際的内容か ら

フ ァ ッ シ ョ ン 事情や観光案内な どの 実用面で も役

立 つ 内容 まで、多岐 にわた っ て い る 。 それ らの 点

で本書は、まさに、編者 自身が 「他 に類書 を見 な

い の で は な ない か 」（p．v ）と述 べ て い る 通 りで

ある と思わ れ る 。 加えて 本書は 、 冒頭で も指摘 し

た よ うに 、
ロ シ ア極東地域の情勢だけで なく、

ロ

シ ア 全般の 制度や社会・経済状況も紹介 して お り、

ロ シ ア に 関する全般的な概要を知る 上 で も有益で

あろ う。
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